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研究成果の概要：本研究では第一に、ライフヒストリーデータ収集、作成の方法を検討し、イ
ンターネットを通じた夫婦ペアのパイロット調査を実施した。調査から、インターネットを利
用したライフヒストリー調査の利点と欠点を明らかにした。第二に調査データを用いて、ペア
データの分析およびライフコースデータの分析の両面をおこなった。分析から、夫婦ペアのラ
イフコース、意識、行動、関係の相違と一致、影響について、いくつかの分析手法を用いて、
分析を試みた。 
 

 

交付額 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2008 年度 600,000 180,000 780,000 

年度    

年度    

年度    

総 計 1,600,000 480,000 2,080,000 

 
 

研究分野：社会学 

科研費の分科・細目：社会学・社会学 

キーワード：ライフヒストリー、インターネット調査、系列分析 

 
１．研究開始当初の背景 
(1) 研究代表者は、これまで職業経歴研究を

おこなってきており、ライフヒストリー
研究が、近年家族研究、社会階層研究に
おいて、活発におこなわれている現状に
注目してきた。 

(2) ライフヒストリーは、それぞれのライフ
イベントの順序や関係だけでなく、そう
したライフイベントによって生じる社会
関係の変化  (ソーシャルサポートなど) 
も重要な要素である。 

(3) しかし、ライフヒストリーデータの複雑

性を分析できる手法は、現在ほとんど開
発されていない。 

(4) 一方、社会関係の分析においては社会関
係資本研究や社会ネットワーク研究等を
中心にした社会ネットワーク分析が、ま
た時系列データの分析においてはイベン
トヒストリー分析や最適マッチング分析
等がおこなわれている。 

(5) しかし社会関係の変化とライフイベント
の関係については、分析手法がこれまで
ほとんど存在せず、それゆえほとんど研
究がなされていないのが現状であり、新
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しい分析手法の開発が必要である。 
 

２．研究の目的 
 本研究の目的は、「ライフヒストリーデー
タの調査・分析手法の開発」にある。具体的
には、次の 4つの目的から構成される。 
(1) ライフヒストリーデータ作成方法の検討。 

人間関係の変化を含んだ、定型的なライ
フヒストリーデータの作成方法、データ
形式を検討する。最も望ましいデータ収
集方法は、パネル調査による追跡調査で
あるが、人的、金銭的、時間的にもコス
トが膨大にかかるため、調査を実現する
ことは難しい。それに対して回顧的にデ
ータを収集することは、パネル調査に比
べると容易である。それゆえ、回顧的に
ライフヒストリーデータを収集する方法
や形式の検討が必要である。 

(2) 社会ネットワーク分析、系列データ分析
の接合の可能性の探求。 
人間関係の情報を含んだ系列データを分
析するために、社会ネットワーク分析と
系列データ分析を結合した分析手法を開
発する。現時点では、具体的に最適マッ
チング分析に代表されるパターン指向型
分析法と社会ネットワーク分析の分析結
果をブール代数分析によってつなぐこと
によってライフイベントパターンの変化
と社会関係の変化の関係を明らかにして
いく。 

(3) ライフヒストリーデータの分析。 
(1) (2) から、ライフヒストリーデータを
実際に計量的に分析し、従来の研究で明
らかにできなかった課題にどのように答
えることができるかを検討する。 

(4) 他領域への応用可能性の探求。 
本研究で提示される新しい分析手法が他
の社会学的データ（経歴データ、歴史デ
ータ等）にどのように応用可能なのかを
検討する。 

 

３．研究の方法 
 本研究は、2年間の研究において、ライフヒ
ストリーデータのデータ収集方法の検討と、
データ分析法の開発の両面から、ライフヒス
トリーデータを実際に収集、分析し、新しい
分析の可能性を探る。 
(1) ライフヒストリーデータの収集方法につ

いて、これまで国内外で実施されてきた
ライフヒストリー調査を検討し、新しい
ライフヒストリー調査の可能性を探る。 

(2) (1)に基づき、インターネットを利用した
ライフヒストリーに関するパイロット調
査を実施する。 

(3) (2)で得たデータを加工し、ライフヒスト
リー、時系列データの新しい分析の方法
について検討し、実際に試行錯誤的なデ

ータ分析をおこなっていく。 
(4) (3) の分析結果から、データ分析を通じて

どのような知見が得られ、またデータ収
集方法と分析方法にどのような課題があ
り、さらに今後他領域にどのように応用
可能であるかを検討する。 

 

４．研究成果 
(1) 系列データ分析の検討。 

最適マッチング分析を中心に系列データ
分析の方法の可能性について検討した。
最適マッチング分析は、ライフヒストリ
ーを縮約し、パターンを抽出する方法と
して有効な分析手法であるが、ライフヒ
ストリーの特徴を十分かつ的確に捉える
ことができない。そのため、データを丹
念に記述していく方が、パターンははっ
きりと見えてくる場合があることを確認
した。またネットワーク分析やブール代
数分析との結合の可能性については、試
行錯誤的な分析を試み、可能性を見出す
ことはできたが、分析手法の有機的な結
合については、検討の途上にあり、今後
の課題である。 

(2) ライフヒストリーデータ収集のためのパ
イロット調査の実施。 

ライフヒストリーに関するインターネ
ット調査を国内では初めて試験的におこ
なった。インターネット調査のモニター
を対象に、まず調査に協力してもらえる
夫婦を募集した。その後、協力意志のあ
る夫婦 100 組に対してメールにて調査票
ファイルを送付し、書き込んで、送り返
してもらうという調査方法を採用した。
具体的には、MS-Excel ファイルで調査票
を作成し、回答者には Ms-Excel上に回答
を入力してもらうこととした。Excelファ
イルの調査項目は、ライフヒストリーに
関する項目（仕事の内容など自由回答の
部分と地域や学歴など選択肢による回答
の部分によって構成される）、夫婦間の関
係に関する項目、家族内の関係の変化に
関する項目などが含まれる。 

(3) パイロット調査からの知見。 
(2) より、これまで面接調査でしかでき

なかったライフヒストリー調査を、イン
ターネットを媒介とした調査の実現可能
性を示すことができた。 

ライフヒストリー調査は、多様で複雑
な人生を聞き取る調査であるため、従来
面接調査によってしか、おこなうことが
難しかった。自記式の課題は、①複雑な
ライフヒストリーに関する質問文をいか
にして単純化し、回答者にわかりやすく
提示するか、②過去のライフイベントに
ついて回顧してもらうため、不確かな情
報をいかにして整合的に想起してもらう



 

 

かである。今回のパイロット調査では、
できるだけワンクリックで容易に回答で
きる項目を増やすことで、調査に容易に
答えられるように工夫した。パソコンに
習熟した世代にとっては、入力も通常の
自記式調査、面接調査よりも容易であっ
た。逆に高齢世代にとっては、負担がさ
らに大きくなってしまったという課題も
残った。また Excelファイルに入力する形
式としたので、論理的な誤りは、回答者
が入力する時点で、チェックすることが
でき、精度の高い調査データを得ること
ができた。また入力をファイル上でおこ
なうことで、データ化も容易におこなう
ことができた。 
 ただその一方で、今回の調査ではいく
つかの不備、課題もあった。第 1 に、入
力の難しさである。入力の単純化、容易
化に関してさまざまな工夫をおこなった
が、十分とは言えなかった。当初調査は、
カレンダー形式の予定であったが、事情
により、通常の調査票の形式となった。
そのため、さまざまなライフイベントを
関連づけることで記憶を想起するといっ
た調査にはなっておらず、ライフヒスト
リーの想起が難しくなってしまった。第 2

に、質問項目が多かったため、縦スクロ
ールだけではなく、横スクロールもしな
ければ回答できず、やや回答しづらいも
のとなってしまった。第 3 に、ライフヒ
ストリーに関する詳細な質問をしたため、
心的負担が大きく、回答者に忌避感も招
いてしまった。自由回答欄の内容を分析
したところ、回答に数時間を必要とした
回答者もおり、回答のコストが大きかっ
た。それゆえ第 4 に、全体の回収率が低
くなってしまった。もともと回答の意思
がある夫婦にのみ調査をお願いしたはず
であったにもかかわらず、予備サンプル
を使っても、7割程度の回収しか得られな
かった。つまり調査に協力するつもりは
当初あったが、調査票を見て、回答を断
ったケースが多数あった。 

(4) パイロット調査データの分析１。 
(2) で得られたデータは、夫婦ペアのデ

ータであった。それゆえまず夫婦の間の
ライフコースの影響関係、関連を検討し
た。第 1 に職歴パターンの夫婦による相
違を概観した。その結果、従来通り、夫
（男性）は、転職が少なく、女性は結婚
あるいは出産を機に退職する傾向がある
ことを確認した。夫婦ペアで見たとき、
結婚前は夫婦共に働いているが、結婚と
ともに一方が退職し、その後数年後にま
た 2 人が働き始めるというパターンが多
い。こうしたパターンを図式化すること
によって直感的にわかりやすい表現にし

た。第 2 に、若い世代では転職が夫婦と
もにやや多く、高齢世代は転職が少ない。
転職率は、女性においてM字型就労に近
いカーブを描いた。これらの結果は、通
常いわれている知見を追認する形となっ
たが、夫婦ペアのデータからこうした検
討も日本ではおこなわれておらず、新し
い試みであった。ただ当初研究課題とし
ていて新しい分析手法の開発や分析にま
では至っておらず、試行錯誤的にさまざ
まな分析を試みるにとどまっており、今
後の課題である。 

(5) パイロット調査データの分析２。 
ライフコースと意識、夫婦の関係につ

いて検討し、夫婦間の相違、一致の程度
について明らかにした。世代に関係なく
夫の職歴はライフコースの影響を受けに
くいのに対して、妻は受けやすい。また
意識については、夫婦で相違がある部分
と一致する部分があることが明らかとな
った。ただ意識、社会（夫婦）関係とラ
イフコースの関係については、これまで
はっきりした関連が見えてきていない。
本当に関係がないのかどうかについては、
今後の課題である。 

(6) パイロット調査分析の可能性。 
 以上のパイロット調査の実施、分析を通じ
て、今後の可能性として以下のような点を指
摘できる。 
①データ作成の方法。 

今回の研究では、データの作成方法に
ついて検討した。通常の調査票形式によ
り得られたライフヒストリーデータをカ
レンダー形式に変換、さらに夫と妻が対
応するようにする。カレンダー上では、
さまざまなライフイベントを同時に見る
ことができ、その関連を見ていくことが
できる。一人 1シートのカレンダーを作
成する。実際の分析においては、それぞ
れのシートから必要な情報を選択し、新
たなデータを作成する必要がある。今回
の研究では、その作業が繁雑であり、デ
ータ分析に至るまでの作業が大きかった。
そのために、データを自動的に抽出する
プログラムの作成、データの加工方法に
ついての検討が課題である。 

②データ収集の方法。 
今回のパイロット調査では、通常の調

査票調査の形式を採用した。つまり、学
校卒業、就職、結婚、出産等、ライフイ
ベントについて、SSM調査、NFRJ調査、
JGSS調査などと同様、別個に尋ねていっ
た。それゆえ、就職と結婚、出産など複
数のイベント間の関連を回答者は想起し
にくかった。 

それゆえ、今後はカレンダー形式の調
査を行う必要があると考えられる。しか



 

 

し、前述したように、そもそも回答者の
回答の負担が大きい。それを軽減するた
めには、コンピュータをいかにして利用
し、回答者の負担を軽減するかを考える
必要がある。またライフヒストリーの全
体を詳細に尋ねるのではなく、調査目的
をはっきりさせた上である程度しぼった
調査をおこなっていく必要がある。 

(7) 系列分析の可能性 
ライフコースのパターンを探る系列デ

ータの分析方法について、現在のところ
万能な分析手法はない。それゆえ、分析
目的に照らして有効な分析手法を探って
いく必要がある。最適マッチング分析、
ネットワーク分析、時系列データ分析は
有効な方法ではあるが、それぞれの分析
手法には長短があり、単独に利用しても、
ライフヒストリーの特徴を十分に取り出
すことができない。これらの分析手法を
どのように組み合わせ、ライフヒストリ
ー全体の特徴を取り出すかが、今後の課
題である。 
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